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『詩学』の原題“HερJ πo l ητtκ カ s" とは元来，1詩の制作技術について」ということを意味している。本章
では，このように詩作の技術，すなわち詩作術を対象とする書物であるという， r詩学』そのものの基本性格ないし枠
組みがあきらかにされている。
第 1 節では， まずアリストテレスにおける技術(テクネー)という概念、の意味があきらかにされたのち，ついでそ
のような技術の一種とみなされる詩作術の性格について考察され，さらに以上にもとづいて『詩学J という書物の学
的性格について述べられている。『形而上学』や『ニコマコス倫理学J で技術について論じられているところによれば，
アリストテレスにおいて技術とは，単なる経験と異なって学的認識は πtστ 呼 μη) と同様に普遍的判断をおこな
































第 3節では，悲劇の筋 (μDθo S) の規範的構成にかかわる問題がとりあっかわれている。筋に関してアリストテ
レスは，出来事が，一方で予期に反しながら，他方で蓋然性ないし必然性という因果関係によっておこる場合のもの
を，最良のものとみなしているが，これは一見矛盾する規定のようにもみえよう。この問題を解明するためまず，急









第 1 節では，アリストテレスによって悲劇の構成要素とされる六つの要素(筋，性格[丹 θæJ，措辞[ ﾀ ??l sJ , 















































してきており，その数は今日ではゅうに 2，000 をこえているものと思われる。しかるに原典は分量的には，約 10， 000






























第 2章と第 3 章は， r詩学』の理論の主要内容をとりあつかった章として，通例の『詩学』研究の見地からは最も重
視さるべき部分である。特に第 3章で，アリストテレスによって詩人の第一の仕事とされる筋構成と悲劇作品の実際
の制作との関係について，後者の若干の契機に即して綿密な考察がなされているのは，一定の成果といえよう。
第 4章は，本論文の文芸学的問題意識が最も鮮明にあらわれている章であって，本論文を通例の『詩学』研究とは
異なるユニークなものにしている部分でもある。ただ他の章にくらべ本章が分量的にのみならずいささか手薄な観が
あることは否めず，アリストテレスにおける<劇的なもの>という観念をさらに追究することが望まれる。
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最後に論述の形式という観点から付言すれば，本論文の全体的構成は充分に妥当なものである。ただ個々の箇所で
の表現や論理に関して，厳しく判定すれば，ときに詰めの甘さにもとづく不正確ないし不明瞭な印象がなくもないこ
とは，いささか惜しまれるところである。
以上のように本論文は，若干の不備を残しながらも，全体として古典研究の着実さと文芸学的問題意識とにささえ
られてすぐれた研究成果に到達している。よって本審査委員会は本論文を，博士(文学)の学位を授与するにふさわ
しいものと認定する。
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